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　６月13日から28日まで、６月議会が行われました。党議員団からは、
吉岡議員が「市民生活の実態について」「子育て支援の充実について」、
高野議員が「省エネ対策などのエネルギー政策について」、それぞれ一般
質問を行い、市民の視線で市政のあり方を質しました。

　今議会では、職員給与の平均7.8％を削減する条例改正議案の他、議員
提案の「省エネルギーの推進及び再生可能エネルギー導入の促進に関す
る条例」（以下、エネルギー条例）などが可決されました。今議会の特徴
的な施策などについて紹介します（裏面もご覧ください）。

高野　洋一小田嶋　敏浩赤松　正博吉岡　和江

子育て・生活支援、原発に頼らないエネルギー政策など
　

市
の
職
員
給
与
に
つ
い
て

は
、
こ
の
間
、
住
居
手
当
の
引

き
下
げ
な
ど
一
定
の
見
直
し
を

労
使
合
意
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。そ
れ
ら
の
全
て
に
つ
い
て
、

共
産
党
市
議
団
も
賛
成
し
て
き

ま
し
た
。

　

６
月
議
会
で
職
員
給
与
の
平

均
７
・
８
％
削
減
の
条
例
改
正

議
案
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
市
の

財
源
不
足
を
理
由
に
し
た
暫
定

　

今
議
会
の
最
終
日
に
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
条
例
」
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
市
議
団
で
は
市
の
取

り
組
み
を
具
体
的
に
前
進
さ
せ

る
立
場
か
ら
、
高
野
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
、
省
エ
ネ
対
策

や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に

つ
い
て
政
策
提
起
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
な
節
電
対
策
を

　

節
電
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

夏
の
電
力
ピ
ー
ク
時
の
使
用
量

を
減
ら
す
こ
と
で
、
特
に
家
庭

よ
り
も
産
業
・
業
務
部
門
の
対

策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
役
所
が
率
先
し
て
、
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
空
調
機
器
の
更

措
置
で
あ
り
、
労
使
合
意
を
尊

重
し
て
賛
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
公
務
員
給
与

の
引
き
下
げ
は
、
民
間
の
給
与

水
準
の
更
な
る
引
き
下
げ
に
つ

な
が
り
、
賃
下
げ
の
「
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
」
を
繰
り
返
し
、
真

の
財
政
再
建
に
な
ら
な
い
こ
と

を
再
三
、指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

経
済
・
財
政
再
建
の
道
は
…

　

国
の
高
級
官
僚
の
天
下
り
の

是
正
や
高
額
給
与
な
ど
に
は
遠

慮
な
く
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で

す
が
、
市
職
員
の
給
与
を
相
対

比
較
だ
け
で
（
全
国
の
自
治
体

で
給
与
を
下
げ
て
い
る
）、「
日

新
な
ど
に
取
り
組
み
、
無
理
の

な
い
ス
マ
ー
ト
な
省
エ
ネ
対
策

を
行
う
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　

電
気
料
金
の
節
約
に
も
な

り
、
財
政
効
果
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
と
し
て
計
画
的
に
取
り

組
む
よ
う
指
摘
し
た
も
の
で
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
提
案

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
今
回
、
次
の
施

策
を
提
案
し
、
本
腰
を
入
れ
て

取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

○ 

太
陽
光
発
電
（
公
共
施
設
の

「
屋
根
貸
し
」、
対
象
件
数
の

拡
大
、
街
路
照
明
灯
の
設
置

等
）

本
一
高
い
」
な
ど
と
い
っ
て
給

与
を
下
げ
て
い
っ
て
も
、
民
間

企
業
を
含
め
た
労
働
者
全
体
の

給
与
水
準
が
上
が
ら
ず
、結
果
、

税
収
も
上
が
ら
な
い
の
で
す
。

　

逆
に
、
公
務
員
の
賃
下
げ
が

民
間
に
も
波
及
し
、
国
民
全
体

の
賃
金
水
準
を
押
し
下
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。当
然
、

低
賃
金
の
人
々
を
底
上
げ
す
る

こ
と
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
結
果
、
い
つ
に
な
っ
て

も
景
気
が
良
く
な
ら
ず
、
国
や

地
方
の
財
政
も
良
く
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

こ
そ
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
良
く

す
る
施
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

○ 

緑
の
間
伐
に
よ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
取
り
組
み
（
緑
の

管
理
、
災
害
対
策
に
も
つ
な

が
る
）。

公
務
員
給
与
削
減
…
私
た
ち
の
見
解
を
紹
介
し
ま
す

鎌
倉
市
職
員
の
給
与
削
減
条
例
を
可
決

原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
鎌
倉
か
ら

省
エ
ネ
対
策
な
ど
の
具
体
的
取
り
組
み
を

鎌倉市政も国政も
根本的な見直しを

主な議案など
会派別賛否

共産党 鎌倉
みらい ネット 公明党 かがやく

鎌倉 鎌無会 民主党 無所属

（４人）（４人）（４人）（３人）（３人）（３人）（２人）（４人）

市職員の給与に関する条例改正
（職員給料の削減議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

省エネルギーの推進及び再生可
能エネルギー導入の促進条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □

神奈川県最低賃金改定に関する
意見書の提出 ○ ○ ○ × ○ × ○ □

鎌倉市議会の議員数の削減につ
いての陳情（→不採択） × × × × × ○ ○ △

ユネスコ世界遺産登録に向け景
観保全促進を求める決議（政党
等のポスター撤去、→否決）

× × × × × ○ × ×

　　　　　　　　　◯賛成　×反対　△一部賛成　□一部反対

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
」

の
可
決
後
、
日
本
共
産

党
・
鎌
倉
み
ら
い
・
公

明
党
・
か
が
や
く
鎌
倉

の
４
会
派
で
共
同
提
案

し
た
附
帯
決
議
が
多
数

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
条
例
」

は
議
員
提
案
と
し
て
だ

さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会

で
十
分
に
審
議
す
る
環

境
が
つ
く
ら
れ
ず
に
、

短
時
間
の
委
員
会
審
査

だ
け
で
議
決
に
至
り
ま

し
た
。

　

条
例
の
趣
旨
に
は
全

面
的
に
賛
同
し
、
重
要

な
内
容
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、提
案
会
派
に
対
し
、

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
、
議
会
が
き
ち
ん
と

調
査
し
た
う
え
で
制
定

す
べ
き
と
指
摘
し
て
き

ま
し
た
。

　

議
会
内
で
も
行
政
側

と
も
十
分
に
議
論
し
な

い
で
、
良
い
条
例
だ
か

ら
と
「
形
だ
け
」
つ
く

っ
て
も
、
本
当
に
実
効

性
の
あ
る
条
例
に
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
条
例
は
理
念

的
な
内
容
で
あ
り
、
制

定
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
が
自
動
的
に
前
進

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、「
条
例
制
定
後
は

行
政
任
せ
で
は
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

策
定
に
向
け
て
、
議
会

み
ず
か
ら
調
査
・
検
討

を
行
う
」
旨
の
附
帯
決

議
の
提
案
・
可
決
に
至

っ
た
わ
け
で
す
。

「エネルギー条例」の附帯決議を可決

6／29の「原発再稼働撤回」官邸前抗議行動



市民生活に関わる様々な分野で取り組みました市民生活に関わる様々な分野で取り組みました
　

国
会
で
審
議
中
の
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
、
保
育

に
企
業
の
参
入
を
進
め
、
国
や

自
治
体
の
責
任
を
大
き
く
後
退

さ
せ
る
も
の
で
、
全
国
の
保
護

者
や
保
育
関
係
者
か
ら
反
対
の

声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
市
は
待
機
児
対
策
と
し

て
平
成
13
年
度
か
ら
７
１
２
名

の
定
員
増
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
42
名
の
待
機
児
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　

国
や
自
治
体
は
責
任
を
も
っ

て
施
設
整
備
に
努
め
、
待
機
児

を
解
消
す
べ
き
で
す
。

　

し
か
し
、
施
設
整
備
の
国
、

県
補
助
制
度
を
今
年
度
で
廃
止

し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
株
式
会

社
等
を
参
入
さ
せ
る
こ
と
で
受

け
皿
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
保
育
を
必
要
と
す

る
乳
幼
児
は
市
が
保
育
所
等
で

保
育
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
市
の
保

育
義
務
は
残
る
も
の
の
、
介
護

保
険
の
よ
う
な
直
接
契
約
に
し

て
し
ま
う

た
め
、
保
護

者
が
保
育

所
を
探
し
、

契
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ま
や
る
べ
き
は
、
新
シ
ス

テ
ム
を
撤
回
し
て
、
国
と
行
政

の
責
任
で
認
可
保
育
所
を
増
や

し
、
公
的
保
育
制
度
を
充
実
す

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
岡
議
員
は
一
般
質
問
で
、
表
の
よ
う

な
市
民
生
活
の
実
態
を
踏
ま
え
、
福
祉
や

教
育
、
市
民
の
暮
ら
し
に
光
を
あ
て
た
市

政
運
営
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

15
年
前
に
消
費
税
が
５
％
に
増
税
さ
れ

て
以
降
、
景
気
は
良
く
な
ら
ず
、
市
民
の

収
入
が
減
り
続
け
る
な
か
、
介
護
・
国
保

な
ど
は
負
担
増
の
連
続
で
す
。
今
後
も
生

活
支
援
の
施
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

鎌
倉
市
教
育
委
員
会
は
、
６

月
１
日
、
関
谷
小
学
校
敷
地
の

植
え
込
み
内
や
体
育
館
雨
樋
下

か
ら
、
土
砂
や
堆
積
物
の
除
去

等
を
行
う
目
安
（
地
上
10
㎝
で

毎
時
０
・
19
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
）
を
越
え
る
放
射
線
量
が

検
出
さ
れ
た
旨
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　

汚
染
土
壌
は
土
嚢
袋
に
入

れ
、
さ
ら
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
児
童
の
立
ち
入
ら
な
い
場

所
に
埋
め
、
立
ち
入
り
禁
止
措

置
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
内
小
中
学
校

で
昨
年
11
月
と
今
年
１
月
の
２

回
、
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
（
局

所
的
に
高
い
放
射
線
量
を
示
す

可
能
性
の
あ
る
場
所
）
の
測
定

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
市
は
、

今
回
の
高
放
射
線
量
の
検
出
を

受
け
て
、
直
ち
に
３
回
目
の
測

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
毎
時
０
・
19
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
越
え
る
放

射
線
量
を
10
校
で
お
も
に
雨
樋

下
の
桝
で
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
最
高
値
：
毎
時
０
・
６
９
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）

　

こ
の
10
校
で
土
壌
や
堆
積
物

を
除
去
・
洗
浄
し
て
も
、
４
校

で
放
射
線
量
を
低
減
で
き
な
い

箇
所
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
今
後
、
市
教
育
委
員
会

は
、
桝
の
表
面
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
塗
布
す
る
な
ど
、
数
値
を

低
減
さ
せ
る
効
果
的
な
方
法
を

検
討
し
、
対
策
を
講
じ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

小
田
嶋
議
員
は
、
市
教
育
委

員
会
が
責
任
を
も
っ
て
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
べ
き
で
あ
り
、

今
後
、
市
立
小
中
学
校
で
定
期

的
な
マ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ッ
ト
の
測

定
を
行
う
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
り
経
済
が
低
迷

す
る
な
か
、
市
発
注
の
建
設
工

事
は
年
々
減
少
し
、
こ
の
間
、

過
度
な
低
価
格
受
注
が
相
次
い

で
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
夏
の
８
月
発
注

分
か
ら
最
低
制
限
価
格
制
度

（
市
が
設
定
し
た
最
低
制
限
価

格
を
下
回
ら
な
い
入
札
額
で
落

札
と
す
る
）
を
導
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ブ
ル
期
だ
っ
た
20
年
ほ
ど

前
に
年
間
２
５
０
件
ほ
ど
あ
っ

た
市
の
工
事
発
注
は
、
現
在
80

数
件
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

過
度
な
低
価
格
競
争
が
く
り

返
さ
れ
る
な
か
、
地
元
建
設
業

は
疲
弊
し
、
入
札
制
度
の
改
善

が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
本
市
以
外
の
す

べ
て
の
市
が
す
で
に
最
低
制
限

価
格
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、

む
し
ろ
遅
い
く
ら
い
な
の
で
す

が
、
予
定
価
格
（
設
計
金
額
）

が
１
億
５
千
万
円
以
下
の
工
事

を
対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
今
後
、
委
託
事
業
へ
の
適

用
拡
大
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
待
機
児
解
消
に
な
ら
な
い
！

　

い
ま
、
営
業
不
振
や
失
業
等

で
医
療
費
が
払
え
ず
、
病
院
に

行
け
な
い
こ
と
か
ら
重
症
化
す

る
例
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
法
44
条
１
項

で
は
保
険
者
（
市
）
は
「
特
別

の
理
由
が
あ
る
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
医
療
費
の
一
部
負

担
金
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
減
免
、
免
除
、
徴
収
猶

予
の
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
取

り
扱
い
基
準
は
法
に
定
め
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
市
が
基
準
を

つ
く
り
、
実
施
す
る
よ
う
求
め

て
き
ま
し
た
。

　

６
月
議
会
で
「
鎌
倉
市
国
民

健
康
保
険
一
部
負
担
金
減
免
等

取
り
扱
い
要
綱
」が
つ
く
ら
れ
、

７
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
帯
主
等
が
災
害
や
事
業
も

し
く
は
業
務
の
休
廃
止
ま
た
は

失
業
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
時
な
ど
、
一
定
の
条

件
に
該
当
し
た
場
合
、
医
療
費

自
己
負
担
額
が
一
定
期
間
、
減

免
・
免
除
、
ま
た
は
徴
収
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

条
件
な
ど
詳
し
く
は
鎌
倉
市

国
民
健
康
保
険
担
当
ま
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
立
小
中
学
校
の
放
射
能
測
定

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
定
期
測
定
を
要
求

建
設
工
事
発
注
に

最
低
制
限
価
格
制
度
を
導
入

開
発
事
業
に
関
す
る
道
路
基
準

の
抜
本
的
見
直
し
を

国
民
健
康
保
険
・
医
療
費
の
一
部
負
担

金
減
免
・
免
除
の
制
度
が
で
き
ま
し
た

市
民
生
活
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
生
活
支
援
の
施
策
を

年少扶養控除廃止による影響額モデルケース
単位：円

［モデルケース］　給与収入560万円（所得394万円）、社会
保険料30万円　妻あり、年少扶養２人（16歳未満・子ども
手当て対象者）

年少扶養控除 改正前 改正後 負担増

所得税 114,500 190,500 76,000

住民税 234,300 300,500 66,200

合計 348,800 491,000 142,200

所得税はH23年1月、住民税はH24年6月から実施（市作成資料）

市民生活の実態（Ｈ24.6月現在）下がり続ける収入、増える負担！
対　象 平成8年（1996年） 平成12年（2000年） 平成23年（2011年） 平成24年（2012年） 平成8年との差

1人あたりの
平均給与収入 631万5千円 615万円 567万7千円 63万8千円減少

市民税１人あたり
の平均所得税額 24万2千円 20万3千円 17万9千円 63万円減少

国保料算定１人
あたり所得金額 144万3019円 139万8375円 114万1581円 113万4331円 30万8688円減少

就学援助金支給
率（小中学生） 6.0％ 7.26％ 11.93％ 約２倍に増加

介護保険料
（基準額）

年額　31,920円 
月額　 2,660円

年額　46,080円
月額　 3,840円

年額　54,024円
月額　 4,502円

年額　22,104円増
月額　 1,842円増

国民健康保険料

１人あたり
70,388円

１世帯あたり
127,995円

１人あたり
90,038円 

１世帯あたり
150,139円

１人あたり
110,724円

１世帯あたり
171,344円

１人あたり
112,786円

１世帯あたり
173,903円

１人あたり
42,398円増

１世帯あたり
45,908円増

＊1997年　消費税3％から5％に　＊2000年　介護保険制度開始

　

鎌
倉
山
か
ら
七
里
ヶ
浜
東
の

団
地
に
向
か
う
道
を
左
折
し
、

幅
３
ｍ
前
後
の
狭
い
道
の
約
２

５
０
ｍ
先
に
市
街
化
調
整
区
域

の
樹
林
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
半
前
、
す
で
に
１
千
㎡

未
満
で
開
発
許
可
が
下
り
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
こ
の
許
可
区

域
は
約
９
千
㎡
の
一
部
で
、
こ

の
た
び
、
近
隣
へ
の
着
工
の
通

知
で
住
民
は
初
め
て
知
っ
た
も

の
で
、
こ
の
先
連
続
し
て
開
発

が
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
大

き
な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

党
市
議
団
と
赤
松
議
員
は

は
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
連
鎖
開

発
な
ど
、
無
秩
序
な
開
発
を
規

制
す
る
具
体
的
な
提
案
を
お
こ

な
い
、
条
例
改
正
に
反
映
さ
せ

る
な
ど
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

鎌
倉
こ
わ
し
は
許
せ
な
い

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
開
発
区

域
が
１
千
㎡
未
満
の
場
合
、
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
４
ｍ
以

下
で
も
認
め
る
と
い
う
特
例
を

悪
用
し
た
ケ
ー
ス
で
、
最
近
こ

の
様
な
例
が
他
に
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　

他
市
の
状
況
も
調
査
す
る
な

ど
、規
制
強
化
に
む
け
提
言
し
、

さ
ら
な
る
条
例
改
正
に
む
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。


